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現在の大洲

今 月 の 表 紙C O N T E N T S 　 目 次

　９月19日㈬、上須戒
の観光いも園を取材し
ました。
　雲一つない秋晴れの
下、上須戒地区の保育
園児と小学生が、元気
よくいも掘りを行いま
した。
　たくさんのいもを前
に、子どもたちは満面
の笑みを浮かべていま
した。

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙
３ページ～ 世界で躍動する

人材育成を目指して（特集）
８ページ～  インスパイア・ジャパン（特集）
12ページ～ シリーズ
14ページ～ おおずニュース
1₆ページ　 まちのわだい
1７ページ～ おしらせ
25ページ～ 図書館・保健センター・
  心と体の健康ガイド
2８ページ　 がんばるひと
　　　　　　　　（柳沢ゲンジボタル保存会）

　

私
は
今
、
英
検
や
漢
検
の
勉

強
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
将
来

の
た
め
に
少
し
で
も
役
に
立
て

ば
い
い
な
と
思
い
、
毎
日
続
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ

と
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

11
月
の
文
化
祭
で
は
、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
を
担
当
す
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
練
習
に

励
み
た
い
で
す
。

　

河
辺
中
学
校
に
い
る
友
達

は
、
小
学
校
か
ら
ず
っ
と
一
緒

で
、
毎
日
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
生
た

ち
の
授
業
は
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
で
、
勉
強
が
面
白
い
で
す
。

　

私
の
夢
は
、
小
学
校
の
先
生

に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
先
生
は
、
今
で

も
私
の
大
き
な
目
標
に
な
っ
て

い
ま
す
。
私
も
明
る
く
て
優
し

い
先
生
に
な
っ
て
、
自
分
の
生

徒
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

picture 写真

今月の題字作成者

税　　　別 11 月 12 月 １月 ２月

市 県 民 税 ４期 ５期

固 定 資 産 税 ４期 ５期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 ５期 ６期 ７期 ８期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

11月の納税など　納期限は11月30日㈮です

人の動き（先月比）

人口　　　47,516人　（－29）
　男　　22,571人　（－19）
　女　　24,945人　（－10）
世帯数　20,254世帯（－６）

交通事故（昨年同期）

　件数　　137件（144件）
　死者　   １人（１人） 
　負傷者　161人（176人）

（2012年９月末現在）

河辺中学校１年（現：河辺中学校２年）

　森　川　紫
し

　苑
おん

 さん

が ん ば る 大 洲 っ 子
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大
洲
市
で
は
、
次
代
の
大
洲
市
を
担

う
中
学
生
を
対
象
に
、「
大
洲
市
中
学
生

海
外
派
遣
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
中
学
生
を
海
外
に
派
遣
す

る
こ
と
に
よ
り
、
異
国
の
文
化
、
歴
史
、

経
済
、
生
活
習
慣
お
よ
び
国
民
性
の
違

い
を
肌
で
感
受
さ
せ
、
そ
の
体
験
を
通

し
て
国
際
的
な
感
覚
の
涵か
ん

養よ
う

と
視
野
を

広
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
化
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
も
市
内
９
校
、
12
人
の

中
学
生
が
、
７
月
27
日（
金
）〜
８
月
10

日（
金
）の
日
程
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ケ
ア
ン
ズ
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

世
界
で
躍
動
す
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て

～
大
洲
市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
～

〔上段〕　　　　上田　清治教諭
〔中段左から〕　亀田　典子校長　　濵上　　綾さん　　吉岡　知映さん　　山中　春佳さん　　
　　　　　　　紺田早百合さん　　高藤美奈子さん　　谷田菜々美さん　　　　

〔下段左から〕　谷口　昌宏さん　　山木　隆盛さん　　服部　綾馬さん　　谷口　雄登さん
　　　　　　　森川龍太郎さん　　城戸　貴弘さん
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大洲南中学校　　紺田早
さ

百
ゆ

合
り

　さん
　外国の人と交流することが楽しく、言葉が通じた時は本当にうれし
かったです。
　また、異国の文化を学ぶことで、日本の文化の良さを改めて知るこ
とができました。
　この海外派遣は、私にとって最高の思い出です。

大洲南中学校　　服部　綾
りょうま

馬　さん
　ホームステイ先では、ホストマザーとその子どもたちが温かく迎え
てくれて、家族のように過ごせました。多くの人のサポートのおかげ
で、楽しく充実した日々を送ることができました。

大洲北中学校　　谷口　雄
ゆう

登
と

　さん
　海外派遣事業を通して、オーストラリアの文化や自然に触れ、その
良さを知るとともに、日本の良さを再発見できました。また、伝えよ
うとする気持ちがあれば、「言葉の壁」を乗り越えることができると
分かりました。

大洲北中学校　　吉岡　知
とも

映
え

　さん
　オーストラリアでは、文化の違いや自然の壮大さ、人々のフレンド
リーなところなど、多くのことを感じることができました。必ずいつ
かもう一度、オーストラリアを訪れたいです。

平野中学校　　谷口　昌
まさ

宏
ひろ

　さん
　不安だった英語も思い切って会話をしてみると、英会話が楽しく感
じられるようになりました。この海外派遣で、人と人との繋がりに国
境はないということを学ぶことができました。

肱東中学校　　城戸　貴
たか

弘
ひろ

　さん
　ホームステイすることで、オーストラリアの文化を学ぶことができ、
現地の英語を体感できました。帰国してから、もっと英語を勉強して、
きちんと会話ができるようになりたいと強く思いました。

新谷中学校　　高藤美
み

奈
な

子
こ

　さん
　最初は、英語が聞き取れるか不安でしたが、ホストファミリーはと
ても優しくて、きちんとコミュニケーションをとることができました。
ホームステイでは、生活文化の違いも見つけることができ、とても充
実した２週間でした。

「平成24年度大洲市中学生海外派遣事業」での感想を紹介します
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大洲東中学校　　山中　春
はる

佳
か

　さん
　海外派遣で特に思ったことは、私たちが楽しめるよう、関わり合い
を持つ現地の全ての人が、いろいろと心配りをしてくれたことです。
これからも、たくさんの国々の人たちと、分け隔てなく心を通わせて
いきたいと思います。

長浜中学校　　濵上　　綾
りょう

　さん
　異国の文化を肌で感じることにより、日本文化の素晴らしさに気づ
くことができました。また、英語が十分に話せない私に、積極的に話
しかけてくれるオーストラリアの人たちから、心から相手と向き合う
大切さを学びました。

長浜中学校　　山木　隆
りゅうせい

盛　さん
　海外派遣への参加は、異文化に親しみ、日本との違いなどを生活の
中で実感できる貴重な体験となりました。また、地元の小学校での体
験は、日本では得ることのできない、かけがえのない思い出となりま
した。

肱川中学校　　谷田菜
な

々
な

美
み

　さん
　ホストファミリーとの生活や現地の小学校での交流など、たくさん
の思い出ができました。今回の海外派遣では、いろいろな人と交流す
ることができ、また、自分の英語の実力を試すことができました。

河辺中学校　　森川龍
りゅう

太
た

郎
ろう

　さん
　オーストラリアでの会話は、学校で習っている英語とはイントネー
ションや発音が少し違っていました。周囲の人が分かりやすく教えて
くれたのが、うれしかったです。この経験は、僕が英語で話す上で、
とても大きな一歩となりました。
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ケ
ア
ン
ズ
は
、
本
事
業
の
派
遣
先
と

し
て
は
初
め
て
の
地
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
、
と
て
も
素
敵
な
町
で
し
た
。
気
候

も
良
く
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
楽
し
め
る
所
も
多
く
あ
り
、
何
よ

り
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
と
て
も
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
の
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
、語
学
学
校
や
交
流
学
校
の
先
生
た
ち
、

生
徒
の
み
な
さ
ん
、
見
学
先
の
人
た
ち
、

町
の
人
。
み
ん
な
と
て
も
親
切
で
朗
ら
か

で
、
出
会
い
の
た
び
に
感
動
を
も
ら
う
毎

日
で
し
た
。

　

そ
ん
な
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
派
遣

生
た
ち
は
実
に
元
気
に
毎
日
を
心
か
ら
楽

し
み
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

派
遣
生
た
ち
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た

ウ
ィ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
テ
イ
ト
・
ス

ク
ー
ル
は
、
音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
、
表
現
活

動
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
才
能
を
伸
ば
す

こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
さ
よ
な
ら

集
会
で
は
、
高
学
年
が
見
事
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
我
が
派

遣
生
た
ち
も
大
洲
市
の
は
っ
ぴ
を
着
て
、

力
の
こ
も
っ
た
ソ
ー
ラ
ン
節
を
披
露
し
ま

し
た
。
伸
び
伸
び
と
表
現
す
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
、
派
遣
生
た
ち
は
体
で
感
じ

て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
、
ぜ
ひ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
伝
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
伝
え
た
い
気
持
ち
と
、
分
か
ろ
う
と

す
る
気
持
ち
、
そ
し
て
笑
顔
が
あ
れ
ば
言

葉
の
壁
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
。Sm

ile is 
best language ! 
」。

　

こ
れ
が
二
週
間
の
海
外
生
活
で
得
た
最

大
の
学
び
で
し
た
。

　

派
遣
生
た
ち
が
今
回
の
貴
重
な
体
験

を
基
に
、
国
際
社
会
、
国
を
越
え
た
共

生
社
会
の
一
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

に
向
か
っ
て
進
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
切
に

望
み
ま
す
。

　

そ
し
て
、
中
学
生
の
若
い
力
を
信
じ
て

こ
の
事
業
を
継
続
し
て
く
だ
さ
る
大
洲

市
、
大
洲
市
教
育
委
員
会
並
び
に
公
益

財
団
法
人
桝
山
教
育
振
興
会
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  「
出
会
い
、
笑
顔
…
、
そ
し
て
感
謝
」

�

肱
川
中
学
校
　
校
長　

亀
田　

典の
り

子こ

　 ７ 月27日㈮～ ８ 月10日㈮までの15日間、「大洲市中学生海外
派遣事業」として、引率の先生 ２ 人と、市内の中学生12人の合
わせて14人が、オーストラリアのケアンズを訪れました。
　ホストファミリーと対面後、生徒それぞれが各ホームステイ
先へ向かい、滞在期間中、ホストファミリーの家族と生活を共
にしました。
　
　現地では毎朝 ８ 時過ぎに語学学校に集合し、 ２ 時間程度、英
語の授業を受けた後、「ウィットフィールド・ステイト・スク
ール」（州立の小学校）に移動し、小学生と一緒に授業を受け
ました。
　学校では、派遣生 １ 人に「スクールバディ」（日本の生徒た
ちの補佐役） ２ 人が付き添い、一緒に過ごしました。
　学校では日本語をはじめいろいろな教科の授業があり、派遣
生たちはランチタイムも共にするなど、英会話を通して地元の
子どもたちとコミュニケーションを図りました。
　また、派遣生たちは、ケアンズ市内の遺跡、各種施設（消防署、
警察署など）の見学などを行い、日本との違いについて学習し
ました。

　休日になると、派遣生たちはホストファミリーと終日過ごし、
観光の名所に案内してもらうなど、異国の文化に触れることが
できました。
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご
し
た
日
々

は
、
派
遣
生
は
も
ち
ろ
ん
、
私
に
と
っ

て
も
か
け
が
え
の
な
い
素
晴
ら
し
い
体

験
・
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　　

派
遣
生
た
ち
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

雄
大
な
自
然
や
文
化
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
ど
、
日
本
と
は
違
う
環
境
に
、
最
初

は
戸
惑
い
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　　

英
語
し
か
通
じ
な
い
環
境
の
中
で
、

相
手
の
言
動
を
理
解
し
、
自
分
の
意
思

を
伝
え
る
努
力
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
々
成
長
し
て
い
く
派
遣
生
た

ち
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

　

そ
の
成
長
の
要
因
と
し
て
、
派
遣
生

た
ち
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
素

晴
ら
し
い
人
た
ち
と
の
出
会
い
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。私
自
身
、

今
回
の
海
外
派
遣
で
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

人
た
ち
と
出
会
い
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
出
会
い
、

交
流
こ
そ
が
最
高
の
思
い
出
を
作
り
、

豊
か
な
経
験
を
積
む
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
海
外
派
遣
を
通
し
て
、
派
遣

生
た
ち
の
口
か
ら
出
て
く
る
、
ご
く
自

然
な
英
会
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
あ
い

さ
つ
や
意
思
伝
達
な
ど
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
細
か
い
文
法
や
間

違
い
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す

る
姿
勢
が
あ
る
限
り
、
英
語
を
使
っ
て

世
界
中
の
人
た
ち
と
仲
良
く
な
れ
る
と

確
信
し
ま
し
た
。
一
人
の
英
語
教
師
と

し
て
、
今
後
、
こ
の
経
験
や
喜
び
を
生

徒
た
ち
に
伝
え
、
さ
ら
に
英
語
学
習
に

積
極
的
に
取
り
組
む
生
徒
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
、
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
家
族
の
よ
う
に
旅
を
共
に
し

た
十
二
人
の
派
遣
生
の
み
な
さ
ん
の
、

さ
ら
な
る
活
躍
と
成
長
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

  「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
外
派
遣
を
終
え
て
」

�

肱
川
中
学
校
　
教
諭　

上
田　

清せ
い

治じ

　大洲市中学生海外派遣事業は、公益財団法人　桝山教育振興
会の支援の下、平成10年度から実施していて、今年度で第15回
目を迎えます。
　その間、延べ132人の中学生が海外へ派遣され、見聞を広め
ました。

　現代の日本人にとって、国際的なセンスと感覚を身につける
ことは、とても大切なことです。
　また、今回、多くの派遣生たちが語ってくれたように、異文
化に直接触れることで、改めて日本の文化との違い、日本文化
の良さを再認識するなど、海外派遣は貴重な経験を積む場とな
ったようです。

　 ４ ～ ５ ページに、派遣生たちの海外派遣に関する感想の一部
を掲載しました。派遣生たちが発見したこと、思ったこと、感
じたこと。ここでは掲載できないほど数多くの経験・体験によ
り、派遣生たちは大きく成長したのではないかと思います。

　この経験が、派遣生たちの将来の礎になりますように。

　世界に羽ばたく人材、世界で躍動する人材育成を目指して。
　大洲市では、今後も中学生海外派遣事業を継続して実施して
いきます。
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交流がもたらす「希望」

「
イ
ン
ス
パ
イ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
」
と
は

　

普
段
あ
ま
り
日
本
に
訪
れ
る
こ
と
の

な
い
海
外
の
青
少
年
た
ち
を
招
き
、
日

本
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
行
う
事
業

で
す
。
こ
の
事
業
は
、
公
益
財
団
法
人

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
が
文
部
科

学
省
の
委
託
を
受
け
て
、
日
本
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
愛
媛
県
連
盟
と
の
共
催
で
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
英
語
を
話
せ
る
こ
と
を
条

件
に
、
10
か
国
か
ら
２
人
ず
つ
招
か
れ

ま
し
た
。
来
日
し
た
青
少
年
た
ち
は
、

岩
手
県
と
愛
媛
県
の
二
手
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
交
流
を
行
い
、
文

化
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
イ
ン
ス
パ
イ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
」
は
、

文
化
や
歴
史
な
ど
に
関
し
て
相
互
理
解

を
増
進
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的
視
野

を
持
っ
た
青
少
年
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
伝
統
文
化
だ
け
で
な

く
、
現
代
日
本
文
化
（
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
）
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
東
日
本

大
震
災
で
の
被
害
状
況
を
共
有
す
る
こ

と
（
防
災
に
対
す
る
意
識
高
揚
、
間
違

っ
た
風
評
の
払
拭
な
ど
）
も
、
重
要
な

事
業
目
的
と
さ
れ
ま
し
た
。

　日本人だけでなく、どの国の人々も他国に対するさまざまな偏見を持っているかもしれません。
�　人と人とが理解し合うためには、きちんと触れ合うことが大切です。そうすることでお互いを知り、
学び、正しい理解を深めることができます。
　言葉が通じなくても、触れ合うことで伝わるものがあります。
　国境を越えた交流。次世代に託された未来への可能性は、ここから始まります。

13

24
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「
イ
ン
ス
パ
イ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン

愛
媛
会
場
」

　

訪
れ
た
10
か
国
の
う
ち
、
モ
ザ
ン
ビ

ー
ク
共
和
国
・
モ
ロ
ッ
コ
王
国
・
コ
ロ

ン
ビ
ア
共
和
国
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
マ
ケ

ド
ニ
ア
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
共
和
国
の

５
か
国
か
ら
10
人
の
青
少
年
た
ち
が
愛

媛
を
訪
れ
、
８
日
間
（
９
月
12
日
〜
19

日
）、
国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家
を

拠
点
に
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
洲
市
内
で
は
、
清
水
市
長
や
叶
本

教
育
長
へ
の
表
敬
訪
問
か
ら
始
ま
り
、

各
施
設
で
の
日
本
文
化
体
験
、
地
元
の

ス
カ
ウ
ト
た
ち
や
中
高
生
と
の
交
流
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
内
子
町

で
歓
迎
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
他
市
町

と
協
力
し
た
心
温
ま
る
も
て
な
し
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
異
文
化
交
流
を
通
し
て
、
海

外
の
青
少
年
の
み
な
ら
ず
、
大
洲
の
青

少
年
た
ち
に
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し

た
。

1 �清水市長と叶本教育長への
表敬訪問

2 臥龍山荘の見学

3 �真剣な眼差しで取り組む書
道体験

4 着付けをした青少年たち

5 参加者みんなで記念撮影
　
6 �楽しく踊るインターナショ

ナルナイト

7 �大洲農業高等学校での物作
り体験

8 �八幡浜工業高等学校の協力
によるロボット操作体験

  Inspire Japan 2012
～未来への架け橋～

5

6

8

7
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大洲でのふれあい
　

９
月
15
日（
土
）、
先
に
愛
媛
県
入
り

し
て
い
た
海
外
の
青
少
年
た
ち
と
、
国

内
参
加
者
（
地
元
の
中
高
生
な
ど
）
が

初
対
面
し
ま
し
た
。

　

国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家
で
交
流

会
の
開
会
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
肱

川
で
カ
ヌ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
カ
ヌ
ー
に
戸
惑

っ
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
コ
ツ
を
つ

か
み
、
勢
い
よ
く
漕
げ
る
よ
う
に
な
っ

た
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
洲
の
青
少
年
た
ち
は
、
積
極
的
に

海
外
の
青
少
年
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
て
、
一
緒
に
カ
ヌ

ー
を
漕
ぐ
な
ど
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

９
月
18
日（
火
）の
午
前
中
、
大
洲
農

業
高
等
学
校
の
生
徒
と
と
も
に
、
大
洲

芋
コ
ロ
ッ
ケ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
エ
プ
ロ
ン
に
着
替
え
た
後
、
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
協
力
し
て
調
理
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
普
段
接
す
る
機

会
が
少
な
い
海
外
の
人
と
、
直
接
触
れ

合
う
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

大
洲
農
業
高
等
学
校
で
は
、
大
洲
芋

コ
ロ
ッ
ケ
作
り
の
他
に
も
、
組
織
培
養

見
学
や
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
を
用
い
た
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

カ
ヌ
ー
体
験
終
了
後
、
夕
食
の
た
め

各
班
に
分
か
れ
て
い
も
た
き
を
作
り
ま

し
た
。
材
料
を
切
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
な
が
ら
調

理
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
い
も
の
皮

む
き
を
し
た
り
、
に
ん
じ
ん
を
切
っ
た

り
し
て
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

夕
食
会
で
は
、
出
来
上
が
っ
た
い
も

た
き
を
、
み
ん
な
お
い
し
そ
う
に
ほ
お

ば
り
ま
し
た
。海
外
の
青
少
年
た
ち
は
、

何
度
も
お
か
わ
り
を
す
る
な
ど
、
日
本

独
自
の
味
と
食
感
に
満
足
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
同
時
に
非
常
食
体
験
と
し

て
、
ア
ル
フ
ァ
米
を
試
食
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
大
洲
高
等
学
校
に
赴

き
、
日
本
文
化
の
代
表
的
な
武
道
で
あ

る
柔
道
を
学
び
ま
し
た
。

　

海
外
の
青
少
年
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

柔
道
着
に
着
替
え
て
講
師
の
レ
ク
チ
ャ

ー
を
受
け
ま
し
た
。
青
少
年
た
ち
は
お

互
い
の
柔
道
着
姿
を
見
せ
合
っ
た
り
、

写
真
を
撮
る
な
ど
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

実
際
に
受
け
身
や
投
げ
技
の
練
習
を

行
い
、
テ
レ
ビ
で
見
る
も
の
と
は
一
味
違

う
、
生
の
柔
道
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
八
幡
浜
工
業
高
等
学
校
の

協
力
で
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
体
験
を
行
い
、

日
本
文
化
体
験
の
全
日
程
を
終
え
ま
し

た
。

カ
ヌ
ー
体
験
・
い
も
た
き

大
洲
芋
コ
ロ
ッ
ケ
作
り
・
柔
道
体
験

広報大洲 11月号 10



未来をつなぐ子どもたち

体験を振り返って
　今回、海外の青少年たちには、さまざまな文化体験を通して日本をはじめ、大洲のことを多く知って
もらいました。
　どの体験学習も、青少年たちにとっては初めての体験で、日本の良さ、大洲の良さを存分に味わって
もらったと思います。
　この事業を通して、海外の青少年たちに感じたこと・楽しかったことを聞いてみました。

未
来
を
つ
な
ぐ

　

近
年
、
日
本
を
含
め
世
界
情
勢
は
複

雑
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
領
土
問
題
・

人
種
差
別
な
ど
、
簡
単
に
は
解
決
で
き

な
い
問
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
自
国
だ
け
で
は

解
決
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
生
活
は
、

近
隣
諸
国
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
国
々

や
人
々
の
協
力
の
下
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
無
意
識
の
う
ち
に
、「
日

本
人
は
…
」
と
か
「
海
外
の
人
は
…
」

と
判
断
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
人
と

人
と
は
直
に
触
れ
合
っ
て
こ
そ
、
お
互

い
の
こ
と
を
本
当
に
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
業
を
通
し
、
青
少
年
た
ち

は
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
他
人
か
ら
聞
い
た
話
や
、メ
デ
ィ

ア
か
ら
の
情
報
だ
け
で
「
人
」
を
判
断

し
て
し
ま
う
こ
と
は
怖
い
こ
と
で
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
他
国
の
人
と
直
に
触
れ

合
う
機
会
を
持
つ
こ
と
は
、
今
後
の
国

際
社
会
に
お
い
て
、
大
変
重
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
は
、
未
来
を
つ
な
ぐ
可
能
性
を
秘
め

て
い
ま
す
。
国
境
な
ど
関
係
の
な
い
、

お
互
い
の
手
を
と
り
合
え
る
未
来
へ
。

　大洲を訪れてまず驚いたことは、大自然が広
がっていたことです。自国には、こんな大自然
はないので強烈な印象を受けました。
　日本に来てから、多くの日本食に出合うこと
ができました。現地の人たちとも仲良くなるこ
とができて、うれしかったです。
　カヌーは初めての体験で、最初は戸惑ったけ
れど、慣れてくるとこんなに面白いものはない
と思いました。自国に帰ったら、大洲で体験し
たことをみんなに伝えたいです。
　貴重な経験をさせてくれた大洲のみなさん、
ありがとうございました。

　私は、生まれて初めていもたきを食べました。
モロッコにはない味付けで、とてもおいしかっ
たです。特にさといもやこんにゃくは初めて食
べる食材で、最初は驚いたけど、新たな食材の
発見が面白かったです。地元の子どもたちはと
てもかわいくて、一緒に協力して作ることがで
きて楽しかったです。
　大洲に来て、みんなとたくさん写真を撮るこ
ともできて、日本語もたくさん教えてもらいま
した。私は、「はじめまして」や「よろしくお願
いします」という言葉が好きです。
　忘れられない思い出をありがとうございました。

　モロッコ王国
　　ザオール　レミア  さん

～いもたき初体験～

　モザンビーク共和国
　　アデリート　アントニオ　ナランゴ  さん

～大洲の自然が大好き～
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弊
社
は
、
平
成
17
年
に
積
水

化
成
品
工
業
株
式
会
社
の
出
資

に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

従
業
員
は
本
社
で
あ
る
大
洲

営
業
所
と
、
徳
島
県
の
鳴
門
営

業
所
あ
わ
せ
て
56
人
を
雇
用
し

て
い
ま
す
。

　

弊
社
で
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
特
性
を
生
か
し
た
水
産
資

材
、
食
品
資
材
、
農
産
資
材
、

土
木
・
建
築
資
材
を
取
り
扱
っ

て
い
て
、
商
材
お
よ
そ
80
種
類

を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
主
に

四
国
全
域
が
販
路
で
、
製
造
か

ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
一
貫
し

て
行
い
、
供
給
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

　

商
材
の
原
料
と
な
る
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
は
、
体
積
の
98
パ
ー

セ
ン
ト
が
空
気
で
で
き
て
い
て
、

断
熱
性
の
高
さ
な
ど
、
優
れ
た

省
エ
ネ
素
材
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
弊
社
な
ど
が
会
員
と

な
っ
て
い
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

協
会
で
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
88
パ
ー
セ
ン

ト
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
素
材
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
業
界
全
体
で
リ
サ
イ
ク

ル
率
を
高
め
る
こ
と
で
、
自
然

環
境
を
守
る
取
り
組
み
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

　

弊
社
で
は
、
農
産
資
材
を
主

力
商
材
と
し
て
営
業
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
物

流
が
停
滞
気
味
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
打
開
策
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
全
体
の
商
材
を
取
り

扱
い
な
が
ら
、
何
を
製
造
す
る

か
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

顧
客
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
応

え
る
た
め
、
形
や
デ
ザ
イ
ン
も

含
め
て
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

弊
社
は
１
０
０
年
先
を
見
据

え
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

特
に
﹁
今
で
き
る
こ
と
は
、
す

ぐ
に
着
手
す
る
﹂
こ
と
を
行
動

指
針
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
商
材
の
取
り
扱
い
品

目
を
増
や
し
、
売
り
上
げ
を
伸
ば

す
こ
と
で
、
安
定
的
な
地
元
雇
用

が
で
き
る
企
業
を
目
指
し
ま
す
。

【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

株式会社 積水化成品四国 
～顧客満足度、販売シェア、製造コストで四国№１を目指す～

◇所在地　大洲市多田
◇電　話　26－1111

野　鳥

オオバン（大鷭）
ツル目　クイナ科
大きさ39㎝

　10年くらい前までは、珍しい野鳥でしたが近年、
飛来数が増えている冬鳥です。ハトより少し大きめ
で、真っ黒い体に白い額

がく

板
ばん

（額の前にあるくちばしと
一体の板状の突起物）が特徴で、すばしっこいクイ
ナ類でも、一番目にしやすい野鳥です。水辺で生活
しているため、特殊な水かきがあり、泳ぐことはもち
ろん、水中に潜って底に生えている水草を採ることも
できます。特定外来種の「オオカナダ藻」が大好物
で、各地で大量発生しているため、個体数が増えた
のかもしれません。人道的に持ち込まれた動植物は、
全ての生き物の生態を根本的に脅かし、後世にも悪
影響を及ぼしかけています。他の地域で暮らす生き
物を安易な考えで自然界に放つことについて、一人
ひとりが今一度考え直す時期が来ていると思います。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業

文化財

大
おお

谷
たに

文
ぶん

楽
らく

愛媛県指定無形民俗文化財
大谷文楽保存会

　文楽とは、物語を語る太夫、三味線弾き、人形遣
いの三者によって演じられる操り人形芝居のことで、
人形浄瑠璃とも言われます。　
　室町時代末期から江戸時代にかけて、江戸、京都、
大坂で人気となった人形芝居（文楽）は、その後全国
へ広がり、各地に人形芝居の一座が誕生することと
なりました。
　大谷文楽は、嘉永 6 年（1853）淡路の人形芝居吉田
伝
でん

次
じ

郎
ろう

一座が大谷村を巡業中、12代将軍家
いえ

慶
よし

の死去
によって発せられた鳴

なり

物
もの

停
ちょう

止
じ

令
れい

によって一座が解散
した後に、村に残った一部の座員が村の青年に人形
の操り方を教えたのがはじまりとされています。
　現在は、「大谷文楽保存会」によって保存伝承活動
が行われていて、定期公演をはじめ他地域の文楽保
存会との合同公演など、幅広く活躍しています。
	 （昭和39年 3 月27日指定）

シリーズ
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大
洲
の
食
育

　

農
林
水
産
課
で
は
、﹁
食
の
大

切
さ
﹂
と
そ
の
食
を
支
え
る
﹁
農

業
の
大
切
さ
﹂
を
学
ん
で
も
ら
う

た
め
、﹁
食
農
教
育
事
業
﹂
の
一

環
と
し
て
、
農
業
体
験
や
加
工
体

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、

大
洲
市
青
年
農
業
者
協
議
会
の
会

員
や
地
元
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
協
力

の
下
、
市
内
小
中
学
校
な
ど
５
箇

所
を
対
象
に
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

菅
田
保
育
所
で
は
、﹁
大
洲
の

自
慢
・
お
米
を
作
ろ
う
﹂
を
テ
ー

マ
に
田
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
関
係
者
か
ら
苗
の
植

え
方
、
お
米
の
育
て
方
な
ど
を
教

え
て
も
ら
い
、
実
際
に
田
ん
ぼ
で

作
業
し
ま
し
た
。
真
剣
な
眼
差
し

で
田
植
え
を
す
る
子
や
田
ん
ぼ
に

入
り
は
し
ゃ
ぐ
子
、
泥
だ
ら
け
に

な
る
子
な
ど
、
み
ん
な
楽
し
く
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
園
児
た
ち

か
ら
は
、﹁
お
米
が
で
き
る
の
が
楽

と
っ
て
お
き
の
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
探
し
て
い
ま
す

　
﹁
こ
の
季
節
に
﹂﹁
こ
の
場
所
か
ら
﹂

﹁
こ
の
角
度
で
﹂
な
ど
、
あ
な
た
だ

け
の
と
っ
て
お
き
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
写
真
・
場
所
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
定
期
的
に
紹
介
し
ま

す
。

【
情
報
の
提
供
方
法
】

▽
様
式
な
ど
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

▽ 

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
題
名
・

コ
メ
ン
ト
・
撮
影
場
所
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

▽ 

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
持
参

い
ず
れ
も
可

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課
観
光
係　

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
５
３
２
︶

℻
㉔
０
０
８
０

メ
ー
ル

syoukoukankouka@
city.ozu.

ehim
e.jp

 【
観
光
係
職
員
の

お
薦
め
シ
ョ
ッ
ト
】 

　
「
白
滝
公
園
の
も
み
じ
」

　

 　
詩
人
、
野
口
雨う

じ
ょ
う情
が
﹁
秋
の
白
滝
、
木

と
木
の
も
み
じ
、
山
に
錦
の
幕
を
は
る
﹂

と
絶
賛
し
た
美
し
い
滝
と
紅
葉
の
渓
谷
美

が
見
所
で
す
。

　

 　

白
滝
公
園
で
は
期
間
中
、
午
後
５
時
か
ら

10
時
ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

　
「
人
面
岩
」

　

 　

高
さ
約
５
ｍ
、
幅
約
３
ｍ
の
人
面
岩

は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
か
ら
抜
け
出
し
た

よ
う
な
彫
り
の
深
い
崇
高
な
顔
立
ち
で

す
。
約
１
５
０
年
前
、
道
路
完
成
記
念

に
、
力
石
力
造
と
い
う
石
工
に
よ
っ
て
彫

ら
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
み
﹂、﹁
お
米
を
作
る
の
は
大
変
﹂

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
を
通
し
て
、
園
児

た
ち
は
、
お
米
作
り
を
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
様
子
で
し
た
。

　
大
洲
市
で
は
、「
大
洲
市
食
育
推
進
計
画
」
に
基
づ
い
て
食
育
の
推
進
を

図
り
、
食
に
関
す
る
情
報
を
定
期
的
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
農
林
水
産
課
で
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

米
づ
く
り
体
験  

ー 

食
農
教
育 

ー
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おおずニュース

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
24
年
度
数
え
年
１
０
０
歳
訪
問

平
成
24
年
度
愛
媛
県
優
良
農
山
漁
村

生
活
研
究
組
織
知
事
表
彰
受
賞

　

今
年
で
、
数
え
年
１
０
０
歳
を
迎
え

る
市
内
の
長
寿
者
を
顕
彰
し
よ
う
と
、

９
月
18
日︵
火
︶か
ら
９
月
21
日︵
金
︶に

か
け
て
、
清
水
市
長
や
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長
が
対
象
者
を
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
の
顕
彰
は
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
大
正
２
年
生
ま
れ
の
人

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
18
日︵
火
︶に
は
、
清
水
市
長
が

市
内
対
象
者
18
人
の
う
ち
、
11
人
の
各

家
庭
・
施
設
を
訪
れ
、
対
象
者
一
人
ひ

と
り
と
懇
談
し
、
記
念
品
の
贈
呈
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

対
象
者
の
一
人
で
あ
る
、
長
浜
町
出

海
在
住
の
中
井
リ
ヨ
さ
ん
を
訪
問
し
た

清
水
市
長
は
﹁
長
浜
地
域
は
空
気
が
澄

ん
で
い
て
、
食
べ
物
も
お
い
し
く
過
ご

し
や
す
い
場
所
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
、
よ
り
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
﹂
と
話
し
ま
し
た
。

　

清
水
市
長
の
言
葉
に
中
井
さ
ん
は

﹁
毎
日
少
し
で
も
い
い
の
で
、
散
歩
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
炊
事
や
洗
濯

も
自
分
で
行
い
、
と
に
か
く
体
を
動
か

す
こ
と
が
元
気
の
源
だ
と
思
い
ま
す
。

ず
っ
と
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
大
洲
市
で
は
高
齢
者
の
住

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

９
月
７
日︵
金
︶、
愛
媛
県
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
﹁
第
38
回
愛

媛
県
農
山
漁
村
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進

大
会
﹂
で
、
大
洲
市
生
活
研
究
会
の
河

辺
グ
ル
ー
プ
が
、
愛
媛
県
優
良
農
山
漁

村
生
活
研
究
組
織︵
地
域
活
性
化
部
門
︶

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

河
辺
グ
ル
ー
プ
は
、
旧
河
辺
村
で
活

動
し
て
い
た
４
グ
ル
ー
プ
が
市
の
合
併

を
機
に
１
つ
に
な
り
、
平
成
17
年
に
発

足
し
ま
し
た
。

　

普
段
は
、
地
元
の
加
工
所
で
自
ら
が

生
産
し
た
農
産
物
を
使
い
、
ま
ん
じ
ゅ

う
や
ク
ッ
キ
ー
、
ま
め
い
り
な
ど
の
加

工
品
を
直
売
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
な
ら
で
は
の
発
想
や
、
感
性
を

生
か
し
た
商
品
開
発
・
研
究
な
ど
を
重

ね
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
た
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
︵
わ
ら
じ
で
歩
こ
う

龍
馬
脱
藩
の
道
・
河
辺
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
︶
の
際
に
は
、
農
産
物
や
加
工
品

の
販
売
活
動
を
通
し
て
、
地
域
活
動
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
地
域
産
物
を
生
か
し

た
知
識
・
技
術
の
伝
承
、
地
元
の
小
中

学
校
と
連
携
し
た
食
文
化
の
普
及
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域

に
根
差
し
た
幅
広
い
活
動
が
高
く
評
価

さ
れ
、今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
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おおずニュース

第
24
回
わ
ら
じ
で
歩
こ
う

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道

平
成
24
年
度　

大
洲
市
民
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

９
月
22
日︵
土
︶、﹁
龍
馬
が
ゆ
く
！

大
洲
﹂
１
５
０
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
武
田
鉄て

つ

矢や

氏
率
い
る
海
援
隊
の

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
２
０
１
２
が
、
河
辺

中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
場
前
か
ら
、
海
援
隊
の
フ
ァ
ン
や

地
元
の
人
た
ち
が
列
を
な
し
、
ラ
イ
ブ

が
始
ま
る
と
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。
武
田
氏
の
軽
快
な
ト
ー
ク

に
、
会
場
か
ら
は
笑
い
声
が
飛
び
交
う

な
ど
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
日
に
は
、
河
辺
ふ
る
さ
と
の
宿
で

﹁
龍
馬
を
語
る
夕
べ
﹂
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
総
勢
58
人
の

龍
馬
フ
ァ
ン
が
、
龍
馬
へ
の
熱
い
思
い

を
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

23
日︵
日
︶、
河
辺
ふ
る
さ
と
公
園
で

出
立
式
を
行
い
、﹁
わ
ら
じ
で
歩
こ
う

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
﹂
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
Ａ
コ
ー
ス
︵
榎
个
峠
～
泉

个
峠
︶
と
Ｂ
コ
ー
ス
︵
河
辺
ふ
る
さ
と
公

園
～
泉
个
峠
︶
に
分
か
れ
、
河
辺
地
域

の
名
所
を
巡
り
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

快
晴
と
な
っ
た
こ
の
日
、
参
加
者
は

汗
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
ま
し
た
。
休
憩
地
点
で
は
、
地
元
の

人
た
ち
か
ら
お
に
ぎ
り
や
味
噌
汁
が
振

る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
疲
れ
た
体
を
癒

し
て
い
ま
し
た
。

　

前
夜
祭
を
含
め
た
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
県
内
外
か
ら
９
２
０
人
も
の
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

晴
れ
渡
っ
た
秋
空
の
下
、
平
成
24

年
度
大
洲
市
民
運
動
会
が
10
月
７
日

︵
日
︶、
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園

︵
陸
上
球
技
場
︶
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
洲
市
内
の
地
域
を
18
チ
ー
ム
に
分

け
て
行
わ
れ
る
市
民
運
動
会
に
は
、
各

地
域
か
ら
選
抜
さ
れ
た
精
鋭
た
ち
が
集

い
ま
し
た
。

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

す
る
チ
ー
ム
、
気
合
い
が
空
回
り
し
て

し
ま
う
チ
ー
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
会

場
は
終
始
、
応
援
の
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

市
民
運
動
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

地区名 順　位 得　点
肱 　 南 ⑦ 119
肱 　 北 ⑮ 57
喜 　 多 ⑭ 61
久 　 米 ⑥ 121

平 ② 151
平 　 野 ③ 150
南 久 米 ⑪ 76
菅 　 田 ④ 132
大 　 川 ⑩ 82
柳 　 沢 ⑨ 113
新 　 谷 ① 163
三 　 善 ⑤ 124
八 多 喜 ⑧ 113
上 須 戒 ⑯ 54
長 浜 Ａ ⑰ 42
長 浜 Ｂ ⑱ 24
肱 　 川 ⑬ 65
河 　 辺 ⑫ 70

平成24年度市民運動会　結果発表

【努力賞】　肱川、河辺		
【特別賞】　新谷、長浜Ａ、南久米、三善
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まちのわだい

来年もよろしくゥ
～鵜

う

感謝祭～

清掃で心もきれいに
～四国八十八か所遍路道清掃活動～

地域医療の重要性を感じて
～自治医科大学医学生地域医療実習～

勝利のためにつなぐリレー
～愛媛マンダリンパイレーツ後期公式戦～

　うかいシーズンが終了し、今年活躍した鵜を労おう
と、肱北河原で鵜感謝祭が行われました。
　56年目を迎えた今年のうかいは、大雨の影響なども
あり、観覧客数が7,４22人と伸び悩みました。
　来賓を代表して清水市長は「お疲れ様でした」と、
鵜に労いの言葉をかけました。
　その後、参加者は来年のうかいの盛況を祈願しなが
ら、鵜に餌を与えました。

　四国八十八か所の遍路道をきれいにしようと、大洲
市十夜ヶ橋永徳寺の周辺で、清掃活動が行われました。
　社団法人愛媛県産業廃棄物協会の社会貢献事業と
して行われたこの活動には、約60人が参加し汗を流し
ました。
　大洲市も集められた廃棄物の処理を行うなど、企業・
市民・行政が一緒になって、清掃に取り組みました。

　自治医科大学５年生の原和
かず

也
や

さん（写真の左から２
番目）が、地域医療実習として、河辺診療所で５日間
の実習を行いました。
　原さんは実習の中で、河辺診療所の濵上医師による
熱心な指導の下、さまざまな体験を通じて地域医療の
現状に触れていました。
　今後、愛媛の地域医療に携わりたいと考える医師が
増えることを期待しています。

　小雨の降る中、八幡浜・大洲地区運動公園（大洲球
場）で愛媛マンダリンパイレーツ後期公式戦が行われ
ました。
　福岡ソフトバンクホークス 3 軍との一戦は、初回に
金城選手のＨＲでリードしながらも、その後同点に追
いつかれる緊張感漂う試合になりました。
　最後は、橋本選手が内野安打を放ち、12対11でマン
ダリンがサヨナラ勝ちしました。

10月 1 日㈪ 8月27日㈪～31日㈮

9月15日㈯10月 4 日㈭
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Information

　

肱
川
あ
ら
し
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

Ｏ
級
グ
ル
メ
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か

　

今
年
も
、﹁
肱
川
あ
ら
し
﹂
を
テ
ー

マ
と
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
間
】

11
月
１
日
㈭
～
平
成
25
年
１
月
31
日
㈭

【
応
募
上
の
注
意
】

▽ 

写
真
の
サ
イ
ズ
は
、
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
四
つ
切
り︵
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
可
︶

▽ 

応
募
作
品
は
、１
人
３
点
ま
で
と
し
、

今
シ
ー
ズ
ン
中
に
撮
影
し
た
未
発
表

の
も
の

▽ 

応
募
作
品
に
人
物
が
写
っ
て
い
る
作

品
は
、
本
人
︵
被
写
体
︶
の
承
諾
を

得
た
上
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

応
募
作
品
は
、
応
募
者
本
人
が
撮
影

し
た
も
の
︵
他
人
の
名
前
を
使
用
し

た
場
合
は
失
格
︶

▽ 

応
募
票
に
必
要
事
項
︵
題
名
・
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
撮
影
年
月
日
︶

を
明
記
︵
作
品
裏
面
に
添
付
︶

▽ 

応
募
作
品
の
版
権
は
、
主
催
者
側
に

帰
属
し
ま
す
。

▽ 

ネ
ガ
ま
た
は
電
子
デ
ー
タ
を
主
催
者

へ
提
出
︵
入
賞
者
︶

▽
応
募
作
品
の
返
却
不
可

▽ 

デ
ジ
タ
ル
・
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
い
ず

れ
の
応
募
も
可
︵
合
成
写
真
不
可
︶

【
発　

表
】
平
成
25
年
２
月
下
旬

愛
媛
新
聞
紙
上

※
入
賞
者
に
は
直
接
通
知
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】
12
月
２
日
㈰

▽
受
付
・
開
場

　

午
前
10
時
30
分
～

▽
表
彰
式
・
試
食
会

　

開
会　

午
前
11
時
～

 

大
洲
産
の
農
水
畜
産
物
と
加
工
食
品
・
調
味
料
と
の
コ
ラ
ボ
料
理
に
つ
い
て
募
集

し
た
、
Ｏ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
２
の
審
査
発
表
お
よ
び
表
彰
式
を

開
催
し
ま
す
。

　

表
彰
式
に
引
き
続
き
、
愛
媛
調
理
製
菓
専
門
学
校
の
特
別
顧
問
で
あ
る
増
田
昭あ
き
ら

氏
監
修
の
料
理
や
入
賞
作
品
な
ど
を
味
わ
え
る
試
食
会
も
行
い
ま
す
。

　

試
食
会
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
11
月
26
日
㈪
ま
で
に
左
記
の
問
い
合
わ

せ
先
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
は
80
人
程
度
で
、
定
員
に
満
た
な
い
場

合
は
、
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｏ
級
グ
ル
メ
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
﹁
Ｏ
級
く
ん
﹂
が
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ

リ
２
０
１
２
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
賞
】︵
入
賞
は
、
１
人
１
賞
︶

推
薦
１
人　
　

賞
状
と
賞
金
２
万
円

特
選
２
人　
　

賞
状
と
賞
金
１
万
円

準
特
選
３
人　

賞
状
と
賞
金
３
千
円

佳
作
５
人　
　

賞
状
と
特
産
品

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
９
・
３
４
０
１

大
洲
市
長
浜
甲
４
８
０
・
３

肱
川
あ
ら
し
実
行
委
員
会

︵
長
浜
支
所
地
域
振
興
課
内
︶

☎
�
１
１
１
１

※ 
㈱
ラ
ボ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
取
引
の
各
写

真
店
を
経
由
し
て
の
応
募
も
可

【
会　

場
】
リ
ジ
ェ
ー
ル
大
洲

︵
東
大
洲
１
５
８
２
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
特
産
品
開
発
事
業
実
行
委
員
会

事
務
局
︵
商
工
観
光
課
内
︶

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
５
３
３
︶

H23【推薦】赤橋をつつむ朝霧

昨年度の様子

清水市長とO級くん
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お し ら せ
　

も
み
じ
ま
つ
り

　

大
洲
ま
つ
り
・
お
お
ず
浪
漫
祭

　

11
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮
の
期
間
中
、

新
谷
稲
荷
山
公
園
と
白
滝
公
園
で
、
も

み
じ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

稲
荷
山
公
園
に
は
、
樹
齢
約
２
０
０

年
の
老
楓
な
ど
約
３
０
０
０
本
の
紅
葉

が
あ
り
、
紅
葉
の
時
期
に
は
神
社
付
近

は
朱
に
染
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
白
滝
公
園
で
は
滝
と
紅
葉
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
夜
に
は
滝
が
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
幻
想
的
な
空
間
と

な
り
ま
す
。

　

期
間
中
に
は
、
名
物
の
も
み
じ
饅
頭

の
販
売
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
紅
葉
の

時
期
に
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

11
月
２
日
㈮
・
３
日
㈯
の
２
日
間
、

大
洲
最
大
の
秋
祭
り
で
あ
る
大
洲
ま
つ

り
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

緑
地
公
園
内
の
お
ま
つ
り
村
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
露
店
が
立
ち
並
び
、
郷

土
芸
能
の
発
表
会
や
大
名
行
列
な
ど
、

各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
２

日
の
夜
に
は
、
大
洲
城
で
前
夜
祭
が
行

わ
れ
、
大
洲
特
産
の
竹
で
作
っ
た
キ
ャ

ン
ド
ル
の
穏
や
か
な
灯
り
が
、
大
洲
城

周
辺
を
照
ら
し
ま
す
。

　

ま
た
、
３
日
に
は
お
は
な
は
ん
通
り

を
中
心
に
、
昭
和
初
期
の
レ
ト
ロ
な
町

並
み
を
再
現
し
た
お
お
ず
浪
漫
祭
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
鹿
鳴
館
ド
レ

ス
の
試
着
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
記
念

撮
影
も
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

名　　　称 新谷もみじまつり 白滝もみじ
フェスティバル

場　　　所 稲荷山公園 白滝公園

行　　　事

○新谷秋祭り
11月10日㈯
午前11時30分～

○カラオケ大会
11月11日㈰
午後0時30分～

○�三味線・民謡・
大正琴発表会

11月23日（祝・金）
午後0時30分～

その他にもイベン
トを予定

○滝まつり
11月18日㈰
午前9時～

○るり姫まつり
11月23日（祝・金）
午前9時～

○滝ライトアップ
11月1日㈭～

30日㈮
午後5時～ 10時

問い合わせ先 大洲市観光協会
☎24－2664

大洲市観光協会
長浜支部

☎52－1111

▽
大
洲
ま
つ
り
・
前
夜
祭

・
大
洲
ま
つ
り

　

11
月
２
日
㈮
・
３
日
㈯　

・
大
洲
ま
つ
り
前
夜
祭

　

11
月
２
日
㈮　

午
後
５
時
～

︵
大
洲
城
周
辺
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
商
工
会
議
所　

☎
㉔
４
１
１
１

▽
お
お
ず
浪
漫
祭

　

11
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
～

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

商
工
観
光
課
観
光
係　

☎
㉔
１
７
１
７
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Information

　

第
2₈
回
肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
は
、
市
内
外

か
ら
約
５
０
０
０
人
の
お
客
様
が
訪
れ

る
肱
川
地
域
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

肱
川
地
域
や
北
海
道
え
り
も
町
の
特

産
品
販
売
、
各
種
団
体
に
よ
る
出
店
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

【
日　

時
】
11
月
18
日
㈰

午
前
10
時
～　

※
雨
天
決
行

【
場　

所
】

大
洲
市
立
肱
川
風
の
博
物
館
・

歌
麿
館
横

﹁
風
の
り
広
場
﹂

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会

︵
肱
川
支
所
地
域
振
興
課
内
︶

☎
㉞
２
３
１
１
︵
内
線
２
１
１
︶

時　間 内　　　容

午前10時～ 開会宣言、もちまき

午前10時20分～ 正山太鼓（正山小学校）

午前10時50分～ ジョイフルダンス

午前11時30分～ 山鳥坂鎮縄神楽

午後１時10分～ 伊藤嘉
よし

晃
あき

	歌謡ショー
午後２時～ ナノキュン＆きみともステージショー

午後３時～ ミラクルひかるステージショー

午後４時～ お楽しみ抽選会

福祉と健康づくり　「市民のつどい」のご案内

日　時　₁₁月₁₁日 ︵日︶ 午前₁₀時～午後3時
会　場　総合福祉センター

記念講演会

昭和54年　映画　｢夜叉ヶ池｣でデビュー。その後｢噂の刑事トミーとマツ｣｢おんな太閤記｣などの
ドラマや｢オレたちひょうきん族｣などのバラエティー、情報番組では、司会・コメンテイターと
して出演。
平成8年  障がいを抱えて生まれた長男の成長を綴った｢笑ってよ、ゆっぴい｣を執筆。同年、この著
書を基にドキュメンタリー番組｢ゆっぴいのばんそうこう｣が制作され話題になる。現在は、女優活
動だけでなく、障がい者と健常者が共に生きる街づくりをテーマにした講演活動も行っている。

（プロフィール）

開　演　午後１時～２時30分（4階）ホール
講　師　石井　めぐみ 先生（女優）
演　題　やさしい街　やさしい人

石井めぐみ　先生

催し物
一　覧

☆健康・相談コーナー

　 　介護、福祉、年金、運動、婦人がん検
診、39歳以下健診、骨密度測定など

☆展示・即売コーナー

　 　心をこめた手作り作品・食品など
を販売　

☆人権啓発コーナー
　　人権パネル展
☆生活環境コーナー
　　ゴミ分別クイズ
☆フリーマーケット
　　家庭の不用品などを販売

【問い合わせ先】　大洲市保健センター　☎₂₃－₀₃₁₀
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お し ら せ
　
「
肱
川
を
美
し
く
す
る
お
花
は
ん
」
第
２
回
植
栽
会
に
つ
い
て

　

冬
の
肱
川
・
自
然
観
察
会
に
つ
い
て

　

来
年
３
月
に
開
催
さ
れ
る
﹁
菜
の
花

フ
ェ
ス
タ
﹂
に
向
け
、
菜
の
花
の
種
ま

き
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
日　

時
】
11
月
２
日
㈮

　

午
前
９
時
～
10
時
30
分

︵
受
付　

午
前
８
時
30
分
～
︶

【
集
合
場
所
】
畑
の
前
橋
下
︵
若
宮
︶

※ 

作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
軍
手
や
ス
コ
ッ
プ
な

ど
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

鹿
野
川
ダ
ム
や
大
洲
城
周
辺
へ
赴

き
、
自
然
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
実
施
日
時
】
12
月
１
日
㈯

▽
鹿
野
川
ダ
ム
周
辺

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
大
洲
城
周
辺

　

午
後
２
時
～
４
時

※
ど
ち
ら
か
一
つ
の
受
講
も
可

【
場　

所
】

▽
鹿
野
川
ダ
ム
周
辺

風
の
博
物
館
お
よ
び
鹿
野
川
ダ
ム
湖

【
そ
の
他
】
小
雨
決
行

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
を
美
し
く
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局

︵
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

肱
川
出
張
所
内
︶

☎
㉕
４
６
４
９

℻
㉕
６
３
６
０

▽
大
洲
城
周
辺

肱
南
公
民
館
お
よ
び
肱
川
河
原

※ 

会
議
室
で
そ
れ
ぞ
れ
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
た
後
、
ダ
ム
湖
や
河
原
に
移
動

【
講　

師
】
松
井
康や

す

之ゆ
き

先
生
ほ
か

︵
大
洲
市
立
河
辺
中
学
校
校
長
︶

【
参
加
費
】
無
料

【
対
象
者
】
問
わ
な
い

︵
親
子
で
の
参
加
も
可
︶

【
定　

員
】
各
20
人
程
度

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
よ
コ
コ
ロ
ザ
シ
大
学

☎
０
８
９
︵
９
３
１
︶
７
５
３
７

　

成
人
式
の
ご
案
内

　

大
洲
市
で
は
、
成
人
を
迎
え
る
み
な

さ
ん
の
輝
か
し
い
未
来
を
祝
福
す
る
た

め
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

【
日　

時
】

平
成
25
年
１
月
13
日
㈰

▽
受
付　

午
後
０
時
30
分
～

▽
開
会　

午
後
１
時
～

【
場　

所
】

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
対
象
者
】

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
か
つ
、

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
人

▽
大
洲
市
に
住
民
票
が
あ
る
人

▽ 

進
学
・
就
職
で
大
洲
市
外
に
転
出
し

て
い
る
人
の
う
ち
、
大
洲
市
内
に
家

族
が
住
ん
で
い
る
人

※ 

参
加
対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。

※ 

市
外
転
出
者
に
つ
い
て
は
、
大
洲
市

内
の
家
族
に
案
内
状
を
送
付
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
㉔
１
７
３
５
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Information

　健全化判断比率および資金不足比率について（平成23年度）
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき、平成23年度決算による比率などを公表しま
す。大洲市の指標は下表のとおり、いずれも国が定める基準値を下回り前年度より改善しています。特に、
実質公債費比率については、18％未満（地方債発行時に県知事の許可を必要としない基準）にする目標を掲げ、
行財政改革に努めてきた結果、目標年度を１年前倒しで達成することができました。
　しかしながら、当市の財政状況は県内他市と比較してまだまだ厳しい状況ですので、引き続き財政の健全
化に努めます。

○健全化判断比率

 ※実質赤字額、連結実質赤字額がない場合は、「－」と表示します。

○資金不足比率

 ※資金不足額がない場合は、「－」と表示します。

【用語の解説】
　（実質赤字比率）
　　一般会計等の赤字が、どの程度あるかを示す指標
　（連結実質赤字比率）
　　全会計の連結ベースでの赤字が、どの程度あるかを示す指標
　（実質公債費比率)
　�　一般会計等だけでなく、繰出金のうち公営企業債の償還に充てた額を含めた一般会計等の実質的な
借入金の返済額が、どの程度あるかを示す指標

　（将来負担比率）
　�　一般会計等が将来負担する見込額（地方債残高、公営企業債のうち一般会計等負担額、職員退職手
当予定額など）がどの程度あるかを示す指標

　（資金不足比率）
　　各公営企業の資金不足額が、それぞれの事業の規模に対してどのくらいの割合になるかを示す指標

指　　標 23年度の数値① 早期健全化基準 財政再生基準 前年度の
数値②

比　較
①－②

実 質 赤 字 比 率 － 12.70 20.0 － －
連結実質赤字比率 － 17.70 30.0 － －
実質公債費比率 16.9 25.0 35.0 18.5 ▲　1.6
将 来 負 担 比 率 99.7 350.0 117.6 ▲　17.9

会　計　名 数　値 経営健全化
基準 会　計　名 数　値 経営健全化

基準
大 洲 市 簡 易 水 道
事 業 特 別 会 計 －

各会計
２０%

大 洲 市 温 泉
事 業 特 別 会 計 －

各会計
２０%

大 洲 市 港 湾 施 設
事 業 特 別 会 計 － 大 洲 市 水 道

事 業 会 計 －

大洲市土地区画整理
事 業 特 別 会 計 － 大洲市工業用水道

事 業 会 計 －

大洲市農業集落排水
事 業 特 別 会 計 － 大 洲 市 病 院

事 業 会 計 －

大洲市公共下水道
事 業 特 別 会 計 －

（単位：％）

（単位：％）
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お し ら せ

　大洲市土地開発公社では、菅田町菅田の「冨
士ニュータウン」、長浜の「長浜新地団地」に
ついて、11月１日より、下記のとおり価格の
値下げを行います。
　区画ごとの販売価格は、大洲市公式ホーム
ページをご覧いただくか、公社事務局までお問
い合わせください。

▽「冨士ニュータウン」残り９区画（H2４.10.1現在）
　　４2,300円/㎡～ ４5,700円/㎡
　　　　　　　⇩
　　27,600円/㎡～ 32,100円/㎡

▽「長浜新地団地」残り５区画（H2４.10.1現在）
　　66,500円/㎡～ 72,500円/㎡
　　　　　　　⇩
　　38,４00円/㎡～ ４４,000円/㎡

【問い合わせ先】
大洲市土地開発公社事務局（産業振興課内）
☎24－1722

　大洲市土地開発公社分譲地価格
　改定（値下げ）のお知らせ

　子どもたちの自転車による交通事故を防ぐた
めに、大洲警察署と大洲市教育委員会の間で「自
転車違反情報学校連絡制度」の協定を結びまし
た。
　子どもたちの事故を未然に防ぎ、命を守るた
めの取り組みです。みなさんのご理解とご協力
をお願いします。

【内　容】
　信号無視などの交通違反をした場合、警察官
から警告書（アラームカード）を渡されます。
年度内での累積数により、下記のような対策を
講じます。

▽２枚目　保護者へ連絡
▽３枚目　学校へ連絡

【問い合わせ先】
学校教育課　☎24－1733

　自転車の交通違反連絡制度について

　

教
育
委
員
会
の
事
務
の

　
　
　
　
　
　
　

点
検
・
評
価
を
行
い
ま
し
た

【
点
検
・
評
価
の
対
象
】

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
よ
り
良
い
教

育
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
報
告

書
で
は
、
本
市
に
お
け
る
教
育
の
総
合

的
な
指
針
で
あ
る
﹁
教
育
基
本
方
針
﹂

に
基
づ
き
作
成
し
て
い
る
﹁
平
成
23
年

度
教
育
主
要
施
策
﹂
に
位
置
づ
け
て
実

施
し
た
主
要
施
策
７
項
目
、71
の
施
策
・

事
業
に
つ
い
て
自
己
点
検
・
評
価
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
識
経
験
者
で
あ

る
外
部
評
価
委
員
の
意
見
も
交
え
、
施

策
や
事
業
の
実
施
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

成
果
を
発
揮
し
て
い
る
か
、
さ
ら
な
る

取
り
組
み
や
今
後
の
活
動
に
向
け
て
の

考
え
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

《
平
成
23
年
度
教
育
主
要
施
策
》

▽
学
校
統
廃
合
の
推
進

▽
学
校
施
設
設
備
の
整
備
充
実

　

教
育
委
員
会
は
、﹁
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
﹂に
基
づ
き
、

毎
年
、
事
務
の
管
理
と
執
行
の
状
況
に
つ
い
て
点
検
・
評
価
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年
度
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
点
検
・
評
価
を

行
い
、﹁
教
育
委
員
会
の
点
検
・
評
価
報
告
書
﹂
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に

つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
報
告
書
は
議
会
に
提
出
し
、
公
表
す
る
も
の
で
す
。

▽
学
校
教
育
の
充
実

▽
生
涯
学
習
の
充
実

▽ 
市
民
総
参
加
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

　

推
進

▽
学
校
給
食
の
充
実

▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

平
成
23
年
度
に
つ
い
て
は
、
施
策
・

事
業
を
計
画
通
り
実
施
・
完
了
し
、
一

定
の
成
果
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
、
お

お
む
ね
順
調
で
あ
る
と
評
価
し
ま
し
た
。

【
報
告
書
の
閲
覧
】

　

報
告
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
洲

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
教
育
総
務

課
お
よ
び
各
公
民
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

☎
㉔
１
７
２
９
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Information

　11月から、４種混合予防接種（ジフテリア・
百日咳・破傷風・ポリオ）が導入されます。

【対象者】
生後３か月から生後90か月（７歳半）になる
までの乳幼児
※	３種混合ワクチン（ジフテリア・百日咳・破傷
風）未接種かつ不活化ポリオワクチン未接種

【接種回数】
１期初回３回、１期追加１回の計４回
【接種方法】
医療機関での個別接種
※	平成24年８月１日以降に生まれたお子さん
には、個人通知でお知らせします。

（案内の文書と接種券、予診票を同封します。）

【問い合わせ先】
大洲市保健センター　☎23－0310

　４種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風・
　ポリオ）ワクチンのお知らせ

　大洲市では、同和問題をはじめとする人権問
題の解決に向けて、以下の要領で人権に関する
意識調査を実施します。
　この調査は、大洲市が取り組む人権を尊重す
る社会づくりに向けた基礎資料を得ることを目的
に行います。みなさんのご協力をお願いします。

【調査対象】
大洲市内に在住の20歳以上の市民1200人
※	住民基本台帳登録データから、無作為に選出
します。

【調査期間】
11月11日㈰～ 12月10日㈪

【調査方法】
郵送による無記名調査

【問い合わせ先】
人権啓発課　☎24－1746

　「人権に関する意識調査」のお知らせ

　
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」の
発
行
に
つ
い
て

　

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
で
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
対　

象
】

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保
険

料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︵
家
族
宛
て
の
控
除
証
明
書
が
必
要
︶

【
申
告
に
必
要
な
書
類
】

﹁
社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金
保
険
料
︶

控
除
証
明
書
﹂
ま
た
は
﹁
領
収
書
﹂

※ 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
者
に
は
、

﹁
社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金
保
険
料
︶

控
除
証
明
書
﹂
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

大
洲
税
務
署
で
は
、
下
記
の
日
程
で

年
末
調
整
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

会
場
に
は
駐
車
場
の
設
備
が
十
分
に

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
ご
来
場
は

な
る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
説
明
会
に
は
郵
送
さ
れ
た
年

末
調
整
・
法
定
調
書
関
係
資
料
の
封
筒

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
送
付
時
期
】

▽ 

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納

付
し
た
場
合
、
11
月
上
旬
に
送
付　

▽ 

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
、

今
年
初
め
て
納
付
し
た
場
合
は
、
来

年
２
月
上
旬
に
送
付

※ 

控
除
証
明
書
や
領
収
書
は
、
申
告
を
行

う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
課
市
民
係　

☎
㉔
１
７
１
０

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
︵
０
７
０
︶
１
１
７

※
11
月
１
日
㈭
～

　

平
成
25
年
３
月
15
日
㈮

【
日　

時
】

▽
11
月
21
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時

・ 

内
子
町
五
十
崎
自
治
セ
ン
タ
ー

　
︵
共
生
館
︶

▽
11
月
22
日
㈭

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
４
時

・
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
税
務
署　

☎
㉔
３
１
１
５
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お し ら せ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

︵
社
会
福
祉
課
内
︶

☎
㉔
２
１
１
１

℻
㉔
０
９
６
１

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
一
つ
に
﹁
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
﹂
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
犯
罪
行
為
を
も
含
む
重
大
な
人

権
侵
害
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

︵
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
︶

【
期　

間
】

11
月
12
日
㈪
～
25
日
㈰

【
相
談
機
関
】

県
婦
人
相
談
所
︵
月
～
金
︶

☎
０
８
９
︵
９
２
７
︶
３
４
９
０

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー︵
火
～
日
︶

☎
０
８
９
︵
９
２
６
︶
１
６
４
４

県
警
察
本
部

☎
０
１
２
０
︵
３
１
︶
９
１
１
０

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎
㉔
５
７
１
８

平
成
24
年
度　

防
火
標
語　

　『
消
す
ま
で
は
　
出
な
い

　
　
　
　
行
か
な
い
　
離
れ
な
い
』

　

大
洲
消
防
署
で
は
、
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
期
間
中
に
、
次
の
よ
う
な
行

事
を
行
い
ま
す
。

▽
市
内
の
各
事
業
所
の
立
入
検
査

▽ 

消
防
車
両
︵
防
災
行
政
無
線
な
ど
︶

に
よ
る
防
火
広
報

無料法律相談
時　11月15日㈭
　　午後 ２時～ ４時30分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎24－4111
市民法律相談
時　11月24日㈯
　　午前10時～午後 ４時
場　大洲市民会館　※要電話予約
問　市役所総務課行政係
　　☎24－1724
年金出張相談
大洲地域
時　11月 6 日㈫ ･ 16日㈮ ･ 28日㈬
　　午前10時～午後 3時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　11月13日㈫
　　午前10時～午後 3時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎089－925－5105
人権相談
大洲地域
時　11月20日㈫　午前10時～正午
場　人権啓発課（旧図書館 2階）
時　11月15日㈭　午前10時～正午
場　菅田公民館
長浜地域
時　11月16日㈮　午後 1時～ 3時
場　長浜体育館 1階和室
河辺地域
時　11月12日㈪　午前10時～正午
場　河辺公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局　
　　☎0570－003－110
    市役所人権啓発課
  　☎2４－17４6
行政相談（総務省）
大洲地域
時　11月20日㈫　午前 9時～正午
場　市役所 3階会議室
問　市役所総務課行政係
　　☎2４－172４
長浜地域
時　11月16日㈮　午後 1時～ ４時
場　長浜体育館 1階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　11月 5 日㈪
　　午後 1時30分～ ４時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　肱川支所　☎3４－2320
河辺地域
時　11月12日㈪　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2112

不動産無料相談
時　11月15日㈭
　　午前10時～午後 ４時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎25－17４7

　
大
洲
市
障
が
い
者
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
の
設
置

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

　

障
が
い
者
に
対
す
る
虐
待
を
発
見
し

た
場
合
、
自
治
体
へ
の
通
報
を
義
務
づ

け
る
﹁
障
害
者
虐
待
防
止
法
﹂
が
、
10

月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
虐
待
の
通
報
や
届
け
出
の
窓
口
と

し
て
﹁
大
洲
市
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
﹂
を
社
会
福
祉
課
内
に
設
置
し

ま
し
た
。

　

あ
な
た
の
通
報
が
虐
待
の
早
期
発

見
、
早
期
対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。
通

報
や
届
出
者
の
個
人
情
報
は
、
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

【
虐
待
の
種
類
】

▽
養
護
者
に
よ
る
虐
待
︵
家
庭
︶

▽ 

障
が
い
者
福
祉
施
設
従
事
者
な
ど
に

よ
る
虐
待
︵
施
設
︶

▽
使
用
者
に
よ
る
虐
待
︵
職
場
︶

▽
住
宅
防
火
診
断

※ 

各
家
庭
を
訪
問
し
、
防
火
・
防
災
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

【
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
。

▽ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

▽ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
使
用
時
は
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。

▽ 

火
災
の
早
期
発
見
や
就
寝
中
の
逃
げ

遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
。

▽ 

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
を
防

火
品
に
変
え
る
。

▽ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

▽ 

消
火
器
を
置
き
、
日
頃
か
ら
使
い
方

を
確
認
し
て
お
く
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

（
11
月
９
日
～
15
日
）
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

大洲市立図書館	 　☎ 59－4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39－2111

図書館
■＝11月の休館日

【2012読書週間ポスター】

〈開館時間　午前 ９時30分～午後 ６時〉
※�30日は館内図書整理日のため休館し
ます。

一般：RUN！RUN！RUN！
　マラソン・ウォーキングに挑戦！！

児童：走る！
～だれがイチバン早いかな！？～

～広報おおずで振り返るふるさとの景観～
　愛媛県が取り組んでいる、「ふるさと愛媛学」普
及推進事業の一環として、県内各地の市町および教
育機関の共同企画「『えひめの記憶』をみる・はなす・
きく」を実施します。
　大洲市立図書館では「広報おおずで振り返るふる

さとの景観」と題して、創刊号から最新号までの歴
代広報誌の閲覧コーナーの設置や広報資料の展示を
行います。
　広報で懐かしの大洲市を振り返ってみませんか？

期　間：11月10日㈯～ 25日㈰
場　所：大洲市立図書館１階

　本から何かを感じ取った瞬間、本
との絆は確かに生まれています。
　また、手にした本によって、人と
の本当の絆を再確認できることもあ
るのではないでしょうか。
　10月27日から11月9日までは、第
66回秋の読書週間です。
　みなさんの “ホントノキズナ” を
見つけてみませんか？

　活字離れが進む今日、読書の普及に努めることで、読
書を通して心豊かな人間性を培うとともに、図書館を拠
点に地域文化の向上を図ることを目的として、「第17回
大洲市読書活動研究集会」を次のとおり開催します。今
年は、大洲市上須戒出身の河辺啓

けい

二
じ

先生（群馬県太田市	
木崎クリニック院長）をお迎えし、　「昔かんりょう今い
りょうーいま、思うこと」と題してご講演いただきます。
東大卒の官僚としての経験と医師としての考えなど、興
味深い辛口のお話が聴けるかもしれません。みなさん、
ぜひお越しください。（定員：200人、参加費：無料）

★開催日時：11月４日㈰　午前10時～
★会　　場：大洲市総合福祉センター
　　　　　　４階　多目的ホール（大洲市東大洲270-1）

※このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架していま
す。）　図書館のホームページで図書の検索ができます。
（http://library.city.ozu.ehime.jp/）

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

11月展示

“ホントノキズナ”

『第17回大洲市読書活動研究集会』開催のお知らせ

　説明書やカタログを見てもよくわ
からないパソコンの “困った” をサ
サッと解決！	「ファイルが開かない」
から「どんなパソコンがおトク？」
まで、オフィスでも家庭でもすぐ使
える基本の知識&ワザを満載。

　絵草紙屋、生薬屋、洗濯屋…。小
さな店が肩を寄せ合うように集まる
「風待ち小路」は、近くにできた新
興の商店街のせいで、商売に陰りが
見えていた。若い2人の恋と、街の
活性化のために催された素人芝居の
意外な顚末とは？

　声に出して話すのも、手と腕を動
かす手話も、伝えたいという気持ち
は同じ-。耳の聞こえない両親のも
とに生まれ、ろうの人と健聴者とを
手話でつなぐという夢をかなえたス
ウェーデン女性の若き日の実話を紹
介します。

“取説” 以前のパソコンの常識
中山	真敬著　出版：講談社

春はそこまで
志川	節子著　出版：文藝春秋

手で笑おう（児童書）　
アン・マリー・リンストローム著，枇谷	玲子訳	　出版：汐文社
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保健センター
大洲市保健センター☎23-0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52-3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34-2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39-2113（河辺地域）

11月の各種検診（健診） 
　乳幼児関係　

実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
６日㈫

午後 １時～
１時30分

大洲市
保健センター

４か月児健診（24年 ６ 月生） 母子手帳・アンケート・
タオル類14日㈬ 10か月児育児相談（24年 １ 月生）

13日㈫ 1歳 ６か月児健診（23年 ４ 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ27日㈫ ３歳児健診（21年10月生）

婦人がん検診

※特定健診・がん検診とも事前申し込みは不要です。問診票は検診場所に置いてありますので、ご自由にお取りください。

特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診

実施日 乳がん受付時間 場　所 内　　容

１日㈭
２日㈮
７日㈬
８日㈭

　　午後 1時～ ３時30分 大洲市保健センター
子宮頸がんの受付時間は、いずれの実
施場所も午後 1時～ 1時30分です。

【対象者／料金】
▽乳がん
　40歳以上の女性／1,200円
▽子宮頸がん
　20歳以上の女性／1,000円
	　保険証をご持参ください。
　※75歳以上は無料

11日㈰
（市民のつどい）

　午前10時～11時30分
　午後 1時～ 1時30分 JA愛媛たいき駐車場

27日㈫ 　　午前 ８時30分～11時30分
　　午後 1時～ ４時 大洲市保健センター

実施日 受付時間 場　所 内　　容

16日㈮
18日㈰
19日㈪

午前8時30分
～ 11時

大洲市
保健センター

【対象者／料金】
▽特定健診
　40 ～ 74歳の国保加入者／ 1,000円
　（該当者には案内状を送付します。）
　※保険証・受診券・質問票を持参してください。

▽胃がん検診　　　　　　　　　▽大腸がん検診
　40歳以上の人／ 1,200円　　    　40歳以上の人／ 600円
▽肺がん検診　　　　　　　　　▽前立腺がん
　40歳以上の人／ 700円　　　   　 50歳以上の男性／ 2,100円
▽肝炎ウイルス検診
　40歳以上の人／ 700円
　※75歳以上は、前立腺がん検診を除いて無料

▽後期高齢者健診
　75歳以上の人／無料
　※後期高齢者医療被保険者証を持参してください。

３ 日㈯ 山 下 小 児 科 （ 西 予 市 ） ☎0894（62）6801

４ 日㈰ ご と う 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893（23）0510

11日㈰ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎0894（24）1199

18日㈰ さ わ い 小 児 科 医 院 （ 中 　 　 村 ） ☎0893（24）7530

23日㈮ ご う お 小 児 科 医 院 （ 西 大 洲 ） ☎0893（24）3936

25日㈰ みかんこどもクリニック※ （八幡浜市） ☎0894（20）8800

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前９時～午後５時　※は午後６時まで）
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜　　日 昼間帯 【8:30 ～17:30】 夜間帯 【17:30 ～翌8:30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 神南診療所（新　谷）
☎25－7720

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金〜日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、いずれも祝日・年末年始は除きます。）

広告

0120－154－052
なんでも労働相談ダイヤル・無料

い　こ　う　よ　　　　　連　　合　　に

http://rengo-ehime.jp

TEL 0895-28-6679　FAX 0895-28-6689

※固定電話で上記のフリーダイヤルをご利用の
　場合は、直接南予地域協議会へつながります。

宇和島市中央町２丁目４番10号
宇和島労働会館２Ｆ

連合愛媛南予地域協議会
南予地域で働く皆
さんの味方です。
労働問題等でお困
りの方は南予地協
までご連絡下さい。
秘密厳守で対応致
します。

南予文化会館

焼肉　銀
マルオー

牛鬼ストリート

き
さ
い
や
ロ
ー
ド

宇和島労働会館２Ｆ
岩村万年堂岩村万年堂

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　	月～金　午前 8時30分～午後 5時15分
場　市役所社会福祉課（子育て支援室）
問　☎2４－2111 ︵内線185 ･ 188︶
《家庭教育・子育て相談》
時　	火・木・金曜日の午前 9時～午後 ４時
場　	喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎2４－４580

▽ふれあいスクール相談【不登校など】
時　	月～木　午前 8時30分～午後 5時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館〕　
問　☎2４－1４1４

▽青少年相談室
時　	月～金　午前 8時30分～午後 5時15分
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎2４－7830

▽物忘れ相談
時　11月28日㈬　午後 1時30分～ 2時30分
場　総合福祉センター 1階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎2４－2111 ︵内線169 ･ 176︶

▽心配ごと相談
大洲地域
時　	一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1・ 3火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 2・ ４・ 5火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　	午前10時～正午・午後 1時～ ４時
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1階
　　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
    （相談室直通）　　　　☎23－5629

長浜地域
時　11月16日㈮　午後 1時～ ４時
場　長浜体育館 1階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎52－119４

肱川地域
時　11月 5 日㈪　午後 1時30分～ ４時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－2312

河辺地域
時　11月12日㈪　午前 9時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎39－2510

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　０８９３（２３）１１５６
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ８時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 ９時～午後 ６時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の当番にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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　柳沢ゲンジボタル保存会

     会 長　宮本　喜
き

一
い ち

郎
ろ う

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　柳沢ゲンジボタル保存会は、地元の住民105人が会員
となっていて、地域ぐるみで活動を行っています。
　正式な会の立ち上げは平成元年ですが、ホタルを守る
活動は、地元で約半世紀も前から続いています。
　保存会では、ホタルの生息する川沿いの草刈りや清掃
活動、ホタルの幼虫の餌となるカワニナの放流、石で積
んだ堰

せき

の造成・保全など、清流矢落川の美化に努めると
ともに、ゲンジボタルが生息しやすい環境整備に取り組
んでいます。
　その取り組みが認められ、今年２月に環境保護活動を
続けている個人や団体に贈られる「三浦保環境賞　愛媛
県奨励賞」を受賞しました。また、一時期には減少して
いたホタルの数も、今では徐々に回復しつつあります。
　保存会では、ホタル観賞に訪れるみなさんに喜んでも
らうため、田処でのボランティアガイドの案内や、大型
の案内看板の設置などにも取り組んでいます。
　特に柳沢ほたるまつりでは、まつりの実行委員会と連
携を図り、地元神社での夜神楽の舞とホタルの乱舞とい
う、幻想的な世界を楽しんでいただけます。
　ホタルの生息する自然環境は、地域の宝と言えます。
ホタル観賞に訪れるみなさんには、私たちと同じように
感動してもらい、地域のイベントにも参加していただき
たいと思っています。

　

今
月
号
の
特
集
は
、
大
洲
市

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
と
、
イ

ン
ス
パ
イ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
愛
媛
会

場
。
国
際
色
豊
か
な
広
報
紙
に

な
り
ま
し
た
。

　

特
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
の
取
材

は
、
愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
バ
ル
バ
リ
ッ
チ

監
督
以
来
、
２
度
目
の
外
国
の

人
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と

な
り
ま
し
た
。
内
気
な
？
恥
ず

か
し
が
り
屋
な
？
広
報
２
人
は
、

通
訳
を
交
え
な
が
ら
も
悪
戦
苦

闘
。
汗
を
か
き
な
が
ら
、
緊
張

の
中
で
の
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
広
報
２
人
と
は
対
照
的

に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く

れ
た
青
少
年
た
ち
は
、
余
裕
の

表
情
。
笑
顔
で
い
ろ
い
ろ
な
話

を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
い
た
市
内

の
中
高
生
と
も
打
ち
解
け
、
楽

し
い
食
事
会
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
後
、
外
国
の
人
に
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
れ
ば
、

大
洲
市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

に
参
加
し
た
派
遣
生
の
よ
う
に
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て
会
話

し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

 

か
た

編
集
後
記

http://www.yotchan-honpo.jp
お問い合わせはフリーダイヤル

愛媛県大洲市春賀甲 584-4　☎0893-26-0041
0120-006-014

10名様限定！
ご来店時粗品プレゼント

ホームページからもご注文承ります。　http://www.yotchan-hompo.jp/

お買い求めは、当社本店（春賀）、まちの駅あさもや、愛たい菜、松山空港ショップ、
来島海峡ＳＡ、石鎚山ＳＡ、道後温泉お土産店

お買い求めは、当社本店（春賀）、まちの駅あさもや、愛たい菜、松山空港ショップ、
来島海峡ＳＡ、石鎚山ＳＡ、道後温泉お土産店

じ
ゃ
こ
カ
ツ

じ
ゃ
こ
カ
ツ

お土産・ご進物に
　　お喜び頂けます。
お土産・ご進物に
　　お喜び頂けます。

春賀工場より
直送します。
3,000円以上の
品は送料無料

発
行
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洲
市
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所
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集
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画
調
整
課
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大洲市菅田町菅田甲 3051－1

☎0893－25－3329
㈲クリーンセンター

広告

ポイントカードに
ポイント（１㎏＝１ポイント）を貯めて
ポイントカードに
ポイント（１㎏＝１ポイント）を貯めて

商品券と交換商品券と交換商品券と交換
500ポイントで500ポイントで

500円分の500円分の

古新聞・古雑誌・ダンボール ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
バイパス大洲南出口
より旧56号線へ150m大洲店 24-5700

【営業時間】am9時～pm8時 【定休日】水曜日

金・プラチナ高価買取　ブランド品販売


